
淡青丸 研究航海報告 

東京大学海洋研究所 

 

* 航海番号        ＫＴ－０９－５次研究航海 

 

* 観測海域   三陸沖・襟裳沖海域 

 

* 航海期間   平成２１年４月３０日（木）～平成２１年５月７日（木） 

 

* 出港日時・場所  ４月３０日１５時  東京港 

     

* 入港日時・場所     ５月  ７日１０時  塩釜港 

 

* 寄港期間・場所       

 

* 航海の研究題目  

（和文） 海洋生物活動による微量気体成分の大気海洋間フラックス変動の直接測定と 

諸過程に関する研究（SOLAS/W-PASS-09航海） 

 

（英文） Direct flux measurements of trace marine biogenic gases, their gas-to-particle 
conversion processes, and their influences to the environment  
(SOLAS/W-PASS-09 Cruise) 

 

* 主席研究員（氏名・所属・職名・e-mailアドレス◎は@） 

  植松 光夫・東京大学海洋研究所・教授・uematsu◎ori.u-tokyo.ac.jp 

 

* 研究内容，主調査者（e-mail アドレス），観測項目 

１. プロファイルブイを用いた海面近傍の CO2プロファイル測定 

 岩田 徹（iwata◎cc.okayama-u.ac.jp）,大気 CO2 

２. 渦相関法による熱・水蒸気・二酸化炭素の大気海洋間フラックスの直接測定 

 塚本 修（tsuka◎cc.okayama-u.ac.jp）, 熱・水蒸気・大気 CO2 

３．渦相関法による DMSの大気海洋間フラックスの直接測定 

 永尾 一平（i.nagao◎nagoya-u.jp）, 大気中 DMS 

４. 大気海洋間の揮発性有機炭素(VOC)フラックスの測定に関する研究 

 横内 陽子（yokouchi◎nies.go.jp）, 大気・海水中の VOC 

５. 海洋表面の栄養塩と植物プランクトンの分布計測 

 津田 敦（tsuda◎ori.u-tokyo.ac.jp）,硝酸塩、クロロフィル、プランクトン 

 

 



６. 海洋物質循環における大気起源の窒素とリンの影響 

 植松 光夫（uematsu◎ori.u-tokyo.ac.jp）, エアロゾル・降水の粒径別分布、 

 化学組成、オゾン 

７. オオミズナギドリの洋上分布 

植松 光夫（uematsu◎ori.u-tokyo.ac.jp）,種別個体数 

 

* 乗船研究者氏名・所属・職名 

植松 光夫・東京大学海洋研究所・教授 

津田 敦  ・東京大学海洋研究所・准教授 

近藤 文義・東京大学海洋研究所・特任研究員 

鄭 進永  ・東京大学海洋研究所・大学院学生 

倉沢 康大・北海道大学大学院水産科学研究院・大学院学生 

永尾 一平・名古屋大学大学院環境学研究科・助教 

岩田 徹  ・岡山大学大学院環境学研究科・准教授 

廣江 秀俊・岡山大学大学院環境学研究科・大学院学生 

大木 淳之・国立環境研究所化学環境研究領域・NIESポスドクフェロー 

山本 誉士・国立極地研究所・大学院学生 

  小澤 知史・㈱マリン・ワーク・ジャパン・観測技術員 

* 航跡・測点図 

 


